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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・本日の10:30～千葉学園教員見学実習実施。

・3/27（金）青陽館行事「弥生祭り」実施予定。

・3/27（金）15時より青山荘交流室にて藤村　翔様の青山荘退所時会議実施予定。

＜利用者情報＞

・松川　順子　様～昼食後、突然荷物をまとめて「帰ります」と話すことがある。スタッフが制止し、帰る理由を聞くと、「なんとなく帰りたい」と話しており、自分の気持ちをうまく表現できない様子がみられる。スタッフが「人が多いのが気になる？」「騒がしい感じがする？」と聞くと、「少し」と答えている。個室で過ごすことを提案すると納得し、移動。5分後には食堂に戻っており、「大丈夫です」「こっちで過ごすことにしました」と話し、荷物もロッカーに戻している。落ち着かないようであれば、いつでもスタッフに声をかけ、個室で過ごせることをアドバイスしている。現在は、スタッフが側におり、話をしたり音楽を聴いたりして過ごしている。静かな環境で過ごしていただき、様子観察を行っていく。

・野月　利章　様～本日来所しており、昨日同様足を引きずるように歩いている。階段を上がる事や椅子に座る際に、膝を直角に曲げる事は出来ており、演技的な様子が強い。熱感や発赤は見られていないが、足の痛みはまだあると話している。スタッフの声掛けには笑顔で答えており、表情の硬さはみられない。訴えを傾聴することで落ち着いているため、本人の訴えを聞きながら、引き続き様子観察していく。

・繁名　和恵　様～電話連絡あり、「具合が悪い」「みぞおち出た（大量の便が出た）」などと不調を訴えている。体温36.0℃、血圧125/90。ご飯を食べて薬を服用すると「良くなった」と話している。通所を促すが、不調を訴え拒否。本日はデイケア欠席している。

・中村　茂　様　～明日13時に入院予定。入院が決まった事を本人に伝えている。以前は力が入らない等の訴えがあったが、本日はプログラムに参加しており、また、自主的に筋力トレーニングを行っているなど意欲的である。入院中も日課やプログラムはあることを説明するも、表情よく、安心している様子みられている。

・小笠原　富治様～3/24青風荘に帰荘してから下痢気味であり、本日も下痢の訴えが継続している。デイナイトケアでは3回程トイレに向かっているが、篭る様子ない。本人よりその他の不調の訴えは聞かず、食事は全量摂取している。水分摂取を控えている様子があるため、水分摂取を促していく。

・倉橋　生子　様～昨日、青風荘帰荘後に多弁・他者への攻撃的発言あり。本日、デイナイトケアでは不機嫌さは見られない。様子観察し、他者とトラブルにならないように介入していく。

・津嶋　イチ子様～昨日の夜から、口篭り、他者（鈴木真知子様）への一方的な話し掛けがある。様子観察し、他者とトラブルにならないように介入していく。
＜外来情報＞
・船場　幸子　様～就寝前薬服用し30分後に布団に入るがなかなか寝付くことが出来ないと本人より訴えがあり。医師より就寝前薬は40分～1時間後に効果があるとのことで、その後に就寝するように説明を受けている。

・前野　義勝　様～前回ノイロビタンを止めとしていたが、止めてから筋肉痛が出現しているとのことで、ノイロビタン3T　3×食後が7日分処方となっている。

カンファレンスシート（小林　満様）

実施日：H27年3月26日（木）13：30～14：00

担当者：慶長・佐々木

参加者：慶長・小林・會津・松橋・戸賀沢・油津・小屋敷

検討内容　目標計画の立案

	氏名
	小林　満　様
	性別
	男
	年齢
	35
	生年月日
	S55.9.28

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	断酒の継続

	本人希望
	断酒を継続し、後々は就労をしたい。

	家族希望
	断酒継続。次飲んだら施設入所を考えていきたい。

	入院歴
	計6回（最終：H26年11月7日～H27年2月5日）

	通所歴
	1回目

· 今回：H27年3月2日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	なし

	住居：実家
	家族構成：母、兄、妹と同居

	利用制度
	なし
	
	自立支援医療

	備考：断酒生活を安定して送ることができるようになってから、就労を検討する。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒した生活が出来るようになり､いずれ就職したい。
	①断酒を継続することが出来､家族の見守りなく週末や帰宅時間を過ごすことが出来る。
	①週末に飲酒せず､自分で用事を見つけて過ごすことが出来る。


	①平日はデイケアを利用して飲酒せず過ごし､土日は用事を作り飲酒機会となり得る時間を作らないようにする。飲酒した場合は､職員との振り返りやアルコールミーティングにて飲酒した経緯を振り返り､断酒する為の方法を検討する。

	
	②体重を減量する（今後本人と面談を行い、詳細を決定していく）
	②運動療法に1日に1回は参加し､体を動かすことが出来る。
	②エアロビクスに参加し、体を動かす機会を作る。スタッフは参加状況を確認し、減量に向けて身体を動かせるように関わっていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①週末に飲酒せず､自分で用事を見つけて過ごすことが出来る。
	・飲酒については、「デイケアがある平日には何とか我慢できる」とのこと。「土日で用事がないと自宅近くのコンビニに行ってしまって…」と話している。先週の土日は飲酒しなかったとのことで、医師に誉められ表情よくしている。

・入院時「断酒する」と断言していたが、飲酒できる環境になると飲んでしまうとのこと（外泊中にも飲酒している）。
・飲酒するきっかけや原因は、仕事で嫌なことがあった、父が亡くなった、交際相手と別れた等、精神的負担が掛かったときとのこと。
・仕事をしていた時に、飲酒してから職場に向かうことがあり解雇された経緯がある。
・本人断酒できず、また、抗酒剤の自己調整を行ってしまうこともあることから、母親が服薬状況をチェックしている為、母親の心労が大きくなっている。電話で状況確認しつつ、負担軽減を図る必要がある。
・断酒生活を安定して送ることができるようになってから、就労を検討する。
	本人の興味のある活動を行い､デイケアに継続して来所できるよう支援する。
土日の過ごし方や家での役割を確認していき、また、土曜日に青明舎利用の検討を行っていく。
飲酒をしてしまった場合は、ＡＬミーティングや個別面談にて、何で飲んでしまったのか振り返りを行っていく。

⇒治療計画①継続

	
	・父親、毎晩本人の近くで飲酒していた。今年1月に父親が亡くなっている。

・「デイケアはとりあえず慣れたかな」と話し、自分のペースで過ごすことが出来ている。

・ＳＳＴについて「勉強になるから参加したい」と話しており、週2回参加している。参加中も自分から発言し、積極的に取り組まれている。
	

	②運動療法に1日に1回は参加し､体を動かすことが出来る。
	・1日2回（月・水・金）エアロビクスに参加しており、積極的に身体を動かしている。

・本人は減量を希望している。現在体重64kg。身長158cm。
・学生時代はサッカーを行っており、現在はジムに通うことがあるとのこと。
	・エアロビクス参加に意欲的であり、本人も減量を希望していることから、今後も継続して運動を行っていく。

・具体的な目標体重については本人と共に検討していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒した生活が出来るようになり､いずれ就職したい。
	①断酒を継続することが出来､家族の見守りなく週末や帰宅時間を過ごすことが出来る。
	①週末に飲酒せず､自分で用事を見つけて過ごすことが出来る。


	①平日はデイケアを利用して飲酒せず過ごし､土日は用事を作り飲酒機会となり得る時間を作らないようにする。飲酒した場合は､職員との振り返りやアルコールミーティングにて飲酒した経緯を振り返り､断酒する為の方法を検討する。

	
	②体重を減量する（今後本人と面談を行い、詳細を決定していく）
	②運動療法に1日に1回は参加し､体を動かすことが出来る。
	②エアロビクスに参加し、体を動かす機会を作る。スタッフは参加状況を確認し、減量に向けて身体を動かせるように関わっていく。


